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は

じ
め

に

　

江

戸
時
代
後
期
に

多
く
出
板
さ
れ
た

読
本
は

、

単
価
が

高
く
発
行
部
数
も
合

巻
な
ど

に
比
べ

る
と

そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い

こ

と

が

知
ら
れ
て

い

る
。

に
も
か
か

わ

ら

ず
、

当
時
の

本
屋
・

貸
本
屋
た

ち
が

元
手
の

か

か
る

読
本
を
継
続
的
に

出

板
し
つ

づ

け
る
こ

と
が
で

き
た

背
景
に
は

、

読
本
を
卸
し
捌
け
る

販
路
を

確
保

し
て

い

た

か

ら
に

他
な

ら
な
い

。

こ

の

点
に

関
す
る

極
め
て

重
要
な
シ

ス

テ
ム

が

「

本
替
（
交
易
）

」

で

あ
っ

た
。

佐
藤
悟
氏
に
よ

る

定
義
に

よ

れ
ば

、

本
替

と

は
、

「

両

者
（
書
物
問
屋
仲
間
と

貸
本
屋
…

木
越

注
）

に
利

益
を
も
た

ら

す
出

板
の

シ

ス

テ

ム
、

お

そ

ら

く
は

書
籍
を

等
量
交

換
す
る
」

ω

流
通

上
の

取
引
の

こ

と

で

あ

る
。

し
か

し、

本
替
は
い

わ

ば
商

習
慣
に

属
す
る

も
の

で

あ

り、

本

屋
な
ど

が
公

文
書
に

詳
細
な

記
録
を
残
す
類
の

も
の

で

は

な
い

。

し
た

が
っ

て
、

実
際
の

本
替
の

あ
り
よ

う
を
知
る

こ

と
は

極
め
て

困
難
で

あ
る
が、

佐
藤

悟
氏
前
掲
論
文
は

『

馬
琴
日

記
』

な
ど
の

資
料
を

博
捜
し、

文
政
・

天

保
期
の

複
数
の

馬
琴
長
編
読
本
が
こ

の

本
替
を

前
提
に

執
筆
・

板
行
さ
れ
て

い

た
こ

と

を
明
ら
か

に
し

た
。

こ

の

成
果
に

多
く
の

示
唆
を
受
け
な
が

ら、

先
に

筆
者
も

文
化
期
の

読
本、

と

り
わ

け
板
行
が
遅

延
し
た

も
の

（
私
に

遅
延
読
本
と

呼
ぶ）

に

注
目

す
る
こ

と

に

よ

り
、

江

戸
と

大
坂

間
で

本
替
を

担
っ

た
板
元

や
そ
の

対

象
と
な
っ

て

い

た

作
品
を

具
体
的
に

提
示
し
て

み
た

（

「

読
本
の

東
西
往
来
−
文

化
期
の

事
例
を
中
心
に
」

ω、

以
下、

前
稿
ア）

。

本
稿
で
は
、

前
稿
で

の

試
み
の
」

延

長
と

し
て

、

特
に

文
化
九

年
（
一

八
一

二
）

板
行
の

読
本
を

中
心
に
、

本

替

の

実
態
に
迫
っ

て

み
た
い

。

『

復
讐
雙
三

弦
』

と

『

玉

掻
頭
』

　

文
化
九

年
板
行
読
本
の

う
ち、

造
本
な
ど
に

気
に

な
る
点
が

見
受
け
ら
れ

る

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
に

ち
ょ

う
し

ゃ

み

せ

ん

の

が

神
屋
蓬
州
作
・

画
『

復
讐

雙

三

弦
』

（

以
下、

『

雙
三

弦
』

）

で

あ
る

。

本

書
に

つ

い

て

は

既
に

拙
稿
「

書
物
と

地

本
の

間
−
文
化
期
後
半
の

中
本
型
読

本

を
め

ぐ
っ

て

ー
」

6
（
以
下

、

前
稿
イ〉

に

お
い

て

詳
し

く
検
討
し
た

が
、

そ
の

特
色
を

簡
潔
に

ま
と
め

る

と

次
の

よ

う
に

な
る

。

　
 
当
初、

文
化
五

年
に

中
本
三

巻
三

冊
で

板
行
さ
れ
る

予
定
（

少
な

く
と
も
板
下

　
　
は
で

き
て

い

た
。

板
木
も
彫
ら

れ

て

い

た

か）

で

あ
っ

た

が、

実
際
の

板
行
は

　
　
同
九

年
ま
で

ず
れ
込
ん

だ

こ

と
。

 
文
化
九

年
板
行
時
の

形
態
は

、

半
紙
本
（

た
だ

し

匡
郭
は
中
本
型
）

で

三

巻
五

　
　
冊
と
い

う
編
成
と
な
っ

て
い

る

こ

と
。
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前
稿
イ

に

お
い

て
は
こ

の

造

本
の

不
自

然
さ
を

、

中

本
型
読
本
の

史
的
展
開

の

中
に

位
置
づ

け

た
上
で
、

「

あ

ら
か
じ

め

半
紙
本
書
型
と
し

て

板
行

す
る
こ

と
に

よ

り
上

方
の

問
屋

仲
間
の

添
章
が

確
保
し

や

す
く
な
り、

そ
の

結
果

、

よ

り
確
実
に

広
地
域
へ

流

通
す
る

こ

と

が
期
待
さ

れ
た

の

だ
と

思
わ

れ
る
」

と

し

た
が
、

よ

り
具
体
的
に

言
い

換
え
れ
ば
本

替
の

対
象
と

な
っ

て

い

た
と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

と
い

う
の

も、

前
稿
ア
で

文
化
期
の

本
替
を

考
察
し
た

結
果、

板

行
が
遅

延
し
て

い

た

読
本
が

本
替
を
通
し

て

出

板
に
至
る

と
い

う
事
象
が
確
認

で

き、

こ

の

『

雙
三

弦
』

も

同
じ

例
と

見
ら
れ
る

か
ら
で

あ
る

。

　
『

雙
三

弦
』

の

奥
付
（
国

会
本）

は

「

文
化
九
壬

申
年
春
正

月
／
書
房
／

皇

都
　
伏
見
屋
半
三

郎
／

東
都
　
丸
屋
文
右
衞

門
／
西

村
源
六
／

摂
都
　
播
磨
屋

重

郎
兵
衞
／
平
野
屋
惣
七

／
山
田

屋
嘉
右
衞

門
」

で

あ
る

。

ま
た

見
返
し
に

は

「

文
刻
堂
・

遊
文
堂
・

寶
山
堂
・

與
壽
堂
」

と

記

載
さ
れ
て

い

る
。

こ

の

う
ち

、

文
刻
堂
は

西

村
源
六
で

あ
る

が
、

そ
の

他
の

堂
号
は

他
本
な
ど

の

調
査
の

結

果、

遊

文
堂
が

平
野
屋
惣
七

、

寶
山

堂
が

山
嘉

、

與
寿
堂
が

播
重
で

あ

る
こ

と

が
判
明

し

た
 

（

参
考
ま
で

に
、

伏
見
屋

半
三

郎
は

順
応
堂、

丸
屋
文
右
衛
門
は

文
寿
堂
∀

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
ち
　
ぬ

　

さ
て
、

こ

れ
と

本
替
の

対
象
と

な
っ

て

い

た
と

見
ら
れ
る

の

が
、

茅
停
平
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
の

さ

し

ぐ

し

作
・

野

田

羅
月

画
『

玉
掻

頭
』

で

あ
る
。

そ
の

根
拠
は
、

「

雙
三

弦
』

と

同
じ

く
文
化
九

年
板

行
で

あ
る

こ

と

は

も

ち
ろ

ん
、

板
元
が

多
く
重
な

る

点
に

あ

り、

国

会
本
奥
付
は

「

文
化
九

壬
申
年
秋
八
月

／
書
房
／
京
都
　
伏
見
屋
半
三

郎
／
江

戸

　
西
村
源
六
／

大
坂
　
津
国
屋
太
兵

衛
／
正

本
屋
利

兵
衛
／
平
野
屋

宗
七

／
播
磨
屋
重

郎
兵
衛
／
山

田
屋

嘉
右
衛
門
」 、

見
返
し

に
は

堂
号
な
ど
の

記
載
は

な
く

、

「

三

書
房

合
梓
」

と
の

み

記
さ

れ
る

。

右
と

先
の

『
雙
三

弦
』

奥
付
を

見
く
ら
べ

て

み

る

と
、

伏
見
屋
半
三

郎、

西

村
源
六

、

そ
し
て

大
坂
側

の

平
野
屋

宗
七

、

播
磨
屋
重
郎
兵
衛、

山

田
屋
嘉
右
衛
門
の

計
五

書
肆
が
一

致

し
て

い

る

こ

と

が

分
か
る
価
。

　
本
替
に

つ

い

て

調
査
す
る

場
合

、

ま
ず
は
こ

う
し
た
奥
付
を

手
が

か
り
に

見

て

い

く
の

が
第
一

歩
で

あ
ろ

う
。

『

雙
三

弦』

と

『

玉

掻
頭
』

は

書
肆
の

重

複

か

ら
見
て、

本
替
し
て

い

た

可

能
性
は
か

な
り
高
い

の

だ

が、

い

く
つ

か

確
認

し
て

お
く
べ

き

点
が

存
す
る

。

　
ま

ず
『

名
目

集
』

に

よ
れ
ば

、

『

雙
三

弦
』

を

文
化
四

年
の

時
点
で

出

願
し
た

の

は

江
戸
の

地
本
問
屋
・

丸
屋

文
右
衞
門
で

あ

り
、

江
戸

出
来
の

読
本
で

あ
る

こ

と
は

確
実
で

あ
る
。

こ

れ
に

対
し
『

玉

掻
頭
』

の

方
は

、

作
者
は

「

浪
花

茅
停
平
魚
」

、

筆
耕

も
「

浪
花
　
浅
野

高
蔵
」

（
と

も
に

奥
付
）

と

あ
り、

大
坂

出
来
で

あ
る

よ

う
に

見
受
け
ら
れ

る
。

と
こ

ろ

が

周
辺
記
録
を

追
う
と
、

江

戸

で

出
願
さ

れ

た

後
に

大
坂
で

取
次
が
れ

て
い

る

の

で

あ
る

。

　
【

名
目
集
】

　
　
絵

本
玉

掻
頭

　
五

冊
　
芝
叟
酢

　
西
村
源
六

　
　
（
文
化
九

年）

三

月
十
五

日

廻
状
廿
四
日

廻
ル

八
月
二

十
日
上

本

　
【
割
印
帳
 】

文
化
九

年
八

月
の

項

　
　
同
（

九）

年
三

月

　
　
絵
本
玉
掻

頭
　
全
五

冊
　
鮃
脈
酢

　
板
元
売
出
　
西
村

源
六

　
　
墨

付
百
十
⊥

ハ

丁

　
　
【

出
勤
帳】

　
　
　
（

文
化

九
年）

九

月

六
日、

平
宗
よ

り、

玉

掻
頭
五

冊
も
の

江
戸

板
、

　
　
　
急
二

添
章
頼
出

、

別
よ

り
合
い

た
し

添
章
出
し

遣
ス
、

金

百
疋
為
差
出

　
　
　
受
取
（
略）

右
の

記
録
群
だ

け
で

判
断
す
る

と
、

『

玉

掻
頭
』

は

あ
た

か

も
西
村
源
六

が
主

板
元
の

江
戸
読
本
で

あ
る

か
の

よ

う
に

見
受
け
ら
れ
る

。

し
か

し
、

前
稿
ア

で

指
摘
し
た

通
り、

一

九

作
の

文
化
八

年
板
の

読
本
『

連
理
隻
袖
』

は

大
坂
書
肆

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　
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の

み

の

蔵
板
で

あ
る

に
も
か

か
わ
ら

ず、

同
じ
よ

う
に

江
戸
で

出
願
の

後
、

大

坂
へ

取
次
が
れ
て

い

る
（
後
年
で

は

あ
る
が
『

朝
夷
巡
島
記
』

も
同
様
の

ケ

ー

ス）
。

『

玉

掻

頭
』

も
こ

れ
と

同

じ
例
と

推
測
さ

れ
る

が
、

大
坂

側
の

『

板
木
総
目

録

株
帳
』

二
に

（

「

文
化
九

年
改
正

文
化
十
五

年
正

月
出

来
」 、

以

下
、

『

株
帳
』

）

に

は

記
載
さ

れ
て

い

な
い

。

と
は

い

え
、

見
返
し
の

「

三

書
房
合
梓
」

と
い

う
点

と

奥
付
と

を
照
合
す
る

と
、

少
な

く
と

も
大
坂
側
も
一

肆
以
上
が

蔵
板
し

て

い

る

こ

と
は

間
違
い

な
い

。

こ

の

よ

う
に
、

な
ぜ
上

方
出
来
の

読
本
が
ま

ず
江
戸

で

出
願
を

す
る
の

か、

こ

の

辺
り
の

事
情
は

い

ま
だ
よ

く
分
か

ら
な
い

。

ま
た

、

『

玉

掻

頭
』

の

絵
師
の

み

「

東
都
　
野
田

羅
月
」

と

記
さ
れ
る

よ

う
に

江

戸
の

人
物
で

あ
る
（
こ

の

人

物
が、
『

雙
三

弦
』

に

文
化
四
年
の

時
点
で

序
文
を
寄
せ

て

い

る
「

蘿
月

園
主
人
」

と

同
一

か
ど

う
か

は

未
詳
）

。

前
稿
ア
で

考
察
七

た

文
化

八

年
の

本
替
の

例
で

も
、

こ

れ
と

逆
で

は

あ
る

が
、

遅

延
読
本
の

本
替
対
象
と

な
っ

た

作
品
に

江
戸
作
者
と
上

方
絵
師
と
い

う
組
み

合
わ
せ

が

認
め
ら
れ
た
の

で
、

本
替
に
関
わ

る

何
ら
か
の

事
情
が

背
景
に

あ
る
と

推
測
さ
れ

る
。

　
と

も
あ
れ

、

『

雙
三

弦
』

が

元
来
三

巻
三

冊
で

あ
っ

た

の

を

強
引
に

五

冊
に

仕
立

て

直
さ
れ
た

上、

半
紙
本
と

し
て

板
行
さ
れ

た
の

は
、

本
替
対
象
と

な
っ

た

『

玉

掻
頭
』

の

半
紙
本
五

巻
五
冊
と
い

う
書
型
・

編
成
に

合
わ
せ

る
た
め
で

あ
っ

た
の

だ

ろ

う
（
た
だ

し

『

雙
三

弦
』

は

正

式
な
半
紙
本
読
本
で

は
な

い

の

で、

そ

の

分
差
額
が
発
生
し

た
可
能
性
は

あ
る
）

。

す
な
わ
ち

、

『

雙
三

弦
』

と

『

玉

掻

頭
』

の

例
に

よ
っ

て
、

本
替
は
等
量
交
換
（
こ

こ

で

の

「

量
」

と

は

冊

数
を

示
す）

を

原
則
と

す
る、

と
い

う
佐

藤
氏
の

指
摘
を

追
認
す
る
こ

と

が
で

き
る
の

で

あ

る
。

　
こ

の
、

本
替
に

あ
た
っ

て

冊
数
を
合
わ
せ

る

と
い

う
原
則
は

、

本
替
の

実
態

を

探
る
上
で

有
効
な
着
眼
点
で

あ
る
と

思
わ

れ
る

。

次
節
以

降
で
は
、

同
じ

文

化
九

年
に

お
け
る

遅
延
読
本
と

冊

数
の

変
化
の

関
係
に

注
目

し
て

、

さ
ら
に

別

の

本
替
の

実
例
を
追
っ

て

み

た
い

。

一
一

中
川
昌
房
の

読
本
を
め

ぐ
っ

て

　
文
化
九

年
板

、

中
川

昌
房
作
『

信
夫
摺
在
原

草
紙
』

（
以
下、
『

在
原
草
紙
』

）

も
、

板
行
が

遅
延
し

か
つ

冊

数
変
更
が

認
め
ら

れ
る
読

本
で

あ
る

。

ま

ず
は

板

行
の

経
緯
な
ど

を

確
認
し

て

お

き
た
い

。

本
作
が

記
録
上

初
め

て

現
れ

る

の

は
、

大
坂
側
の

『

開
板
御
願

書
扣
』

二
鰺

に

よ

る
と

文
化
四

年
四

月
で

あ
り、

「

忍

摺
在
原
草
紙

　
全

部
五

冊
／

作
者
　
中

川

徳
二

良
／
開
板
人

　
本
屋

又
兵

衛
」

と

あ

り
、

七
月
に

再
願
し
て

い

る
。

本
書
出
板
の

詳
し
い

経
緯
に
つ

い

て

は

既
に
大
高
洋
司
氏
に

よ

る
次
の

よ

う
な

指
摘
が

備
わ

る
 
。

　
　
（

文
化
四

年
四

月
の

出
願
に

つ

い

て

は

…

木
越
注）
「

文
言
直
し
有
之
候
而
」

　
　
不
許
可
と
な
り

、

七

月
の

再
願
に

対
し
て

も、

仲
間
行
事
の

八
月
五

日
・

九
月

　
　
十
日

の

寄
合
を

経
て

、

板
元

に

差
し

戻
さ

れ
る

と
い

う
事
態
に

至
っ

て
い

る
。

　
　
『

名
目
集
』

に

拠
れ
ば

、

稿
本
は

そ
の

後
江
戸
に

送
ら

れ

た
よ
う
で

あ
る

が、

　
　
す
ぐ
に

は

刊
行
さ
れ

ず、

結
局
文
化
九

年
二

月
に、

感
和
亭
鬼
武
校
合、

六
巻

　
　
六

冊
と

い

う
か

た
ち
で
、

書
物
問
屋
・

地
本
問
屋
を

兼
ね

る

老
舗
西

村
与
八
の

　
　
単
独
板
と
し
て

出
さ

れ
て

い

る。

氏
の

指
摘
す
る

『

名
目

集
』

の

記
録

と
は

次
の

よ

う
な

も
の

で

あ
る
（

「

文
化

五

年
正

月
よ

り
三

月

迄
」

の

項
目）

。

　
　
 
燃
繃

　
信
夫
摺
在
原
草
紙

　
五

冊

　
中
川
昌
房

　
西
村
屋
与
八

　
　
　
二

月
五

日
来
ル

未
十
一

月
廿
四

日
校
本
申
二

月
五

日

廻
本
六

日

売
出
し

右
の

う
ち、

「

未
」

と
は

文
化
八

年
、

「

申
」

と
は

文
化
九

年
で

あ
る

（
『

国
書

総
目
録』

な

ど
に

は

本
書
を

「

文
化
五

年
刊
」

と

し
て

い

る

が、

実
際
に

は

文
化
五

年
に

板
行
さ
れ
た

記
録
や
形
跡
は

な
く

、

「

文
化
九
年
刊
」

と

す
る

の

が
正
確
で

あ

る
）

。

こ

の

文
化
九
年
板
の

早
印
本
に

あ
た

る
の

が

国
会

本
と

見
ら

れ
（

二

本
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あ
る
う
ち

、

請
求
番
号
一

九
〇
1

二
一
一

の

方
。

以

下

「

国

会
本
」

と
の

み

記
す∀
、

奥
付
は

「

文
化
九

年
壬

申
孟
春
発
行
／

東
都
書
肆
　
馬

喰
町
二

丁

目
　
西

村
與

入
」

、

巻
数
は、

序
巻
と

巻
一

〜

巻
五

か

ら
な

る

全
六

巻
仕
立
て

で

あ
る

（

た

だ
し
国
会
本
は

巻
一

が
欠）

。

冊

数
は

見
返

し
に

「

全

部
六

冊
」

と

あ
り、

六

冊

本
で

あ
っ

た

と

見
ら
れ

る
（
こ

の

点、

国
会
本
は

現
在
合

綴
さ
れ

各
巻
の

元
表
紙

が
な
い

の

で
、

実
際
の

冊
数
を
確
認
す
る

こ

と
は
で

き
な
い
）

。

こ

こ

で

確
認
し
て

お
き
た

い

の

は
、

当
初
は

「

五

冊
」

で

出
願
さ
れ

て

い

た

作
品
が

、

実
際
の

板

行
時
に
は

「

六

冊
」

に

変
更
さ
れ

て

い

る

点
で

あ
る

。

口

絵
や
鬼
武
に

よ
る

序

を
新
た

に

加
え

る
こ

と
で

「

序
巻
」

と

し
て

独
立

さ
せ

増
冊
し
た
の

で

あ
ろ

う

が、

こ

の

処
理
に

は

本
替
の

事
情
が
絡
ん

で

い

る

と
推

測
さ
れ
る

。

　

だ

と

す
れ
ば

、

こ

の

『

在
原
草

紙
」

の

本
替
の

対
象
と

な
っ

た

作
品
は

何

だ
っ

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

本

書
は
、

前

述
の

通

り
江
戸
・

西
村

与
八

の

単
独
板

な
の

で

奥
付
か

ら

本
替
対
象
を

見
極
め
る

こ

と
は

で

き

な
い

。

し
た

が
っ

て
、

本
書
の

特
色
の
一

つ

で

あ

る
六

巻

六
冊
（
後

期
読
本
の

典
型
は

五

巻
五

冊
）

と

い

う
点
に

留
意
し
て

文
化
九

年
板
の

読
本
の

う
ち
同

様
の

編
成
を

持
つ

も
の

を

探
す
と
、

同
じ

中

川
昌
房
作

「

金
鱗
化
粧
桜
』

が

浮
か
び
上

が
る
。

本
書
は

文

化
八

年
九

月
に

丹
波
屋
栄

蔵
が

出

願
、

奥
付
（

京
大
本
）

は
、

「

文
化
九
年
壬

申
初
夏
発
行
／
書

林
／
京
　
御
幸
町
六

角
下
ル

　
吉
野
屋
仁
兵
衛
／
大
坂
心
斎

橋
通

北
九
宝

寺
町

　
加
賀
屋

弥
助
／
同

　
心

斎
橋
通

大
宝
寺
町

　
平
野

屋
宗
七

／
同

　
心

斎
橋
通
博
労
町
　
河
内
屋
嘉
助
／
同

　
谷
町
三

丁
目

　
丹
波
屋
栄

蔵
」

、

蔵
板
は

『

株
帳
』

に

よ

れ
ば
、

大
坂
四

書

肆
に

よ

る

相
合
で

あ
る

。

　

そ
こ

で

両

作
そ

れ
ぞ

れ
の

取
次
の

記
録
を

追
う
と

、

『
在
原

草
紙
』

に
つ

い

て
は
、

大
坂
側
の

『

出
勤
帳
』

文
化
八

年
十
二

月
十
六

日
の

記
録
に
「

在
原
双

紙、

江

戸
西
村
与
八

方
二

出

来
候
二

付、

当
地

取
次
へ

か
ず

屋

弥
助
よ

り
添
章

別
寄
会
申
出

候
二

付
（
略）

添

章
差
出
し

遣
し

候
事
」

と

見
え

、

『

金
鱗
化
粧
桜
』

奥
付

書
肆
の

う
ち
加
賀
屋

弥
助

が

取
次
い

で

い

る

こ

と

が

分
か

る
。

と

こ

ろ

が
、

『

金
鱗
化
粧
桜
』

を
江
戸
で

取
次
い

で

い

る

の

は
、

西
村
与
八
で

は

な
い

の

で

あ
る

（
「

割
印
帳
」

文
化
九

年
申
六
月
廿
五
日
の

項）
。

　
　
同

（

文
化）

九
年
初
夏

　
　
金
鱗
化
粧
桜
　
全
六

冊

　
沖

酬
罷
醵

作

　
板
元

　
歉
蹶

黼

肭
纒

麟
鋤

門

　
　
墨
付
百

三

十
六

丁

な
ぜ
こ

こ

に

前
川
六
左

衛
門
の

名
が

登
場
す
る

の

だ
ろ

う
。

右
の

二

作
品
が

本

替
の

対
象
と

な
っ

て

い

た
と
い

う
仮
定
自
体
が

誤
っ

て

い

た
の

だ
ろ

う
か

。

　
そ
れ
に

し
て

は
、

両
書
は

同

作
者
の

同

年
板
の

読
本
で

、

冊
数
も
わ
ざ
わ

ざ

示
し

合
わ

せ
た
か

の

よ

う
に
付
合
す
る
な
ど

、

単
な
る

偶
然
と

は

言
い

切
れ
な

い

点
が

存
す
る
の

で

あ
る

。

三

　
河
東
東
漁
の

読
本
を

め
ぐ
っ

て

　
そ
こ

で

試
み

に、

前
川
六
左
衛
門、

西

村
与
入
の

二

書
肆
の

こ

の

時
期
に
お

け
る

読
本
へ

の

関

与
を

探
っ

て

い

き
た
い

。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

あ

　
ま

　

ま
ず、

前
川

六

左
衛
門
の

動
向
を

追
っ

て

い

く
と

、

河
東
東
漁
作
『

蜑
人

お

と

め

少

女
玉

取
草
紙
』

（
以
下

、

「

玉
取
草
紙
』

V

と
い

う
読
本
に

行
き
あ
た

る
。

　
こ

の

『

玉

取
草
紙
』

の

奥
付
（

京
大
本
）

は
、

「

文
化
十
二

乙

亥
正

月
発

行

／
京
都
書
林

　
伏
見
屋
半
三

郎
／
吉
野
屋

仁
兵
衛
／
江
戸
書
林
　
前
川
六
左

衛

門
／
鶴
屋
金

助
／
大
坂

書
林
　
秋
田
屋
太

右
衛
門
／
河
内
屋
嘉
助
」

、

見
返

し

に

は

「

崇
文
堂
梓
」

す
な
わ
ち

前
川
の

堂

号
が

記
さ
れ

て
い

る
。

該
書
は

文
化

十
二

年
板
で

は

あ
る

が、

書

名
自
体
は

早
く

、

文
化
四

年
板
読
本
『

異
本
楮
生

譚
』

（

東
漁
作
）

国
会
本
の

広

告
中
に

、

「

噺
論

蜑
人
少
女
玉

取
草
紙

　
朝
糀
鮃
酷

七

巻
　
近

刻
」

と

記
さ
れ

て

い

る
〔
こ

の

時
点
で

ど
こ

ま

で

完
成
し

て

い

た
の

か

は

判
明
し

な
い

）

。

そ

し
て

こ

の

書
名
が

再
び

現
れ
る

の

が
、

五

年
後
の

文
化
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九
年
板
の

鬼
卵
作
『

今
昔
庚
申
譚
』

（
国
会
本）

末
尾
に

付
さ
れ
た

広
告
で

あ
り、

「

楯
識

蜑
人

少
女
玉
取
草
紙
　
月
華
亭
著
　
近
刻
　
全

部
六

冊
」

と

あ
る

。

実
際

の

板
行
時
の

編
成
は

六
巻
七

冊
（

巻
二

を
上

下
に

分
冊
）

と

な
っ

て

い

る

が、

文
化
九

年
の

時
点
で

は

「

全
部
六
冊
」

と

謳
っ

て
い

る

点
に
留
意
さ
れ
る

の

で

あ
る

。

こ

の

後
、

文
化
十
一

年
十
二

月
に

江

戸
で

前
川
が
出
願
（
『

割
印
帳
』

）
、

そ
の

後
、

同

年
十
二

月
五

日
に

大
坂
で

河
内
屋

嘉
助
が

取
次
い

で

い

る
（
『

出

勤
帳
』

三
αo）
。

一

見
、

前
川

が
主
板
元
の

江
戸

読
本
の

よ

う
に

見
え
る
が
、

右

の

広
告
を

勘
案
す
る
と

、

そ
も

そ
も

『

玉

取
草
紙
』

の

出
板
を
主

導
し
て

い

た

の

は
秋

太
で

あ
る

。

と
い

う
の

も、

該
書
の

広
告
が

掲
載
さ
れ
た

『

異
本

楮
生

譚
』

と

『

今
昔
庚
申
譚
』

の

奥
付
両

方
と

も
に

名
を
連
ね
て

い

る

書
肆
は

秋
太

の

み
だ
か

ら
で

あ
る

（

こ

れ
も
大
坂
読
本
の

江
戸
出

願
の
一

例
）

。

『

株
帳
』

に

は

「

相

　
河
嘉
助

　
秋
太
　
江

戸
」

と

あ
り

、

確
か
に

秋
太
の

名
が

見
え
る
（

ち

な
み

に

河
内
屋
嘉
助
は

『

金
鱗
化
粧
桜
』

の

相
合
書
肆
の
」

つ

で

あ
る
）

。

　
一

方
、

西
村
与
入
の

方
は

同
じ

東
漁
作
（
玉

山
画∀

『

桜

木
物
語
』

（
文
化
九

年
板

、

五
巻
五

冊
）

に

関
与
し

て
い

る
。

実
は

本
書
も
遅
延

読
本
の
一

つ

で

あ

り、

出
板
の

過

程
が

興
味
深
い

の

で

詳
し

く
見
て

い

く
こ

と
に

し
た
い

。

　

本
書
が

最
初
に

出
願
さ
れ

た
の

は

文
化
四
年
十
二

月
、

大
坂
に
お
い

て

で

あ

る
。

『

開

板
御
願
書

扣
』

二

に

は

「

桜
木
物
語
　
全

部
五

冊

／
作
者
　
中
西
五

郎
右
衛
門
／
開
板
人

　
勝

尾
屋
六

兵
衛
」

と

あ

る
（

『

享
保
以
後
　
大
坂
出
版
書

籍
目
録
』

 

に

は
「

許
可

　
文
化
五

年
閏
六

月
六
日

」

と
あ
る

が
、

文

化
五

年
に

板

行
さ

れ
た
形
跡
は

な
い

。

た
だ
し
こ

の

『

桜
木
物
語
』

の

書
名
は

、

前
述
『

異
本
楮

生

譚
』

広
告
に
『

玉
取
草
紙
』

と

隣
り
合
っ

て

掲
載
さ
れ

て
い

る）
。

　

そ
の

後
本
書
が

記
録
上
に

現
れ
る

の

は
、

約
四

年
後
の

『

出

勤
帳
』

文
化
八

年
四

月
二

十
日
の

条
で

あ

り
、

そ
こ

に

は

次
の

よ

う
に
見
え
る

。

　

　　

桜
木
物
語、

願
写
本
相
合
二

付
秋
太
よ
り
暫
借
受
申
度
段
申
出
候
二

付、

吟

　

　
　
味
候
所
先
達
而
勝
尾
屋
六
兵
衛
へ

貸
し
遣
し

在
之
候
二

付、

此
旨
秋
太
へ

申

　

　
　
聞
候
事

右
の

内
容
は

、

本
屋
仲
間

行
事
の

と
こ

ろ
に

、

『

桜

木
物
語
』

の

稿
本
に
つ

い

て
、

相
合
書

肆
の
］

つ

で

あ
る
秋

田

屋
太
右
衛
門
か
ら
し
ば

ら

く
借
り
た
い

と

の

申
し
入
れ
が

あ
っ

た
。

そ
こ

で

所
在
を

確
認
し
た
と
こ

ろ
、

先
に

勝
尾

屋
六

兵
衛
へ

貸
し

て

あ
っ

た
の

で

（
確
か
に

『

出
勤
帳
」

文
化
五

年
八

月
二

十
日

の

条

に

記
さ
れ
て
い

る
）
、

そ
の

旨
秋
田

屋
へ

伝
え
た
、

と
い

う
も
の

で

あ
る

。

四

年

間

眠
っ

て

い

た

草
稿
に
秋
田

屋
太
右
衛
門
が

目
を
つ

け、

こ

れ
を

境
に
順

調
に

出
板
の

運
び
に

な

る
の

で

あ
る

（
「

出
勤

帳
』

文
化
八

年
十
二

月
十
二

日

の

条）
。

　

　
一

桜
木
物
語

、

願
写
本
買
板
部
銀

、

秋
田

や

太
右
衛
門
よ

り
受
取
候
事

、

但
し

　

　
　
買
板
印
形
帳
へ

印
形
取
置
之

候

　

　
一

右
同
書
出
来
二

付、

秋
田
や

太
右
衛
門
よ

り
添
章
別
段
寄
会
申
出
候
二

付
、

　

　
　
組
合
不
残
出
席
之
上

白
板
料
別
寄
会
料
受
取

、

添
章
差
出
し

遣
し
候
事、

但

　

　
　
し
夫
々

不
残
帳
合
致
置
候

　

文
化
四
年
の

時
点
の

出
願
書
肆
で

あ
っ

た

勝
尾
屋
は

、

文
化
九

年
の

実
際
の

板
行
に

は

関
与
し
て

い

な
い

。

右
の

記
録
に

あ
る

よ
う
に

、

相
合
書
肆
で

あ
っ

た

秋
田

屋
が
買
い

取
り

、

他
の

書
肆
を

取
り
込
ん

で
出
板
し
た
の

で

あ
る

。

京

大
本
奥
付
に

は

「

文
化
九
年
壬

申
春
正

月
／
江
戸
書
林

　
西
村
與
八

／
大
坂

書

林
　
播
磨
屋
重
郎
兵
衛
／
山
田

屋
嘉
右
衛
門
／
秋
田
屋
太

右
衛
門
」

と

あ
り

、

こ

こ

に

江
戸
側
と

し
て

西
村
与
八

が

名
を

連
ね
て

い

る
こ

と

を
確
認
し

て

お

き

た
い

。

そ
し
て

江

戸
で

は

や
は

り
西

与
が
取
次
い

で
い

る

（
『

株
帳
』

に

よ

れ

ば

『

桜
木
物
語
』

は

大
坂
書
肆
の

み
の

相
合
な

の

で
、

西
与
は

取
次
の

み）
。

　

　
【

名
目
集
】

　

　
桜
木
物
語

　
五

冊

　
錬

蝋
酢

　
板
元
　
西
村
屋
与
入

　

　
（

文
化
九

年
）

正
月
廿
四
日

廻
状
二

月
九

日

廻
ル
⊥

ハ

月
十
入

日
上

本
二

十
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日

売
出
し

　
　

【

割
印
帳
】

文
化
九

年
申
八

月
廿
二

日
廻
し

割
印

　
　

同
（
文
化
九）

年
正

月

　
　

桜
木
物

語
　
全
五

冊
　

講
酢

　
売
出

　
西
む
ら

与
八

　
　

墨
付
百

廿
五
丁

前
川

、

西
与
と
い

う
江

戸
の

二

書

肆
の

動
向
を
追
っ

て

い

く
と

、

と

も
に

秋
田

屋
太
右

衛
門
と
の

関
係
が

浮
か
び

上
が
る

。

ど

う
や

ら
、

本

節
で

見
て

き
た

こ

と

は
、

前
節
に

お

け
る
二

つ

の

中
川
昌

房
作
読
本
の

板
行
と

密
接
に

関
わ

っ

て

い

る
よ

う
に
思
わ

れ
る

の

で

あ
る
。

四

　
四

作
品

を
め
ぐ
る

本
替
の

実
態

　
こ

こ

ま
で

江
戸
・

大
坂
に
ま
た

が
っ

て

複
数
の

作
品
と

書
肆
に

言
及
し
て

き

た
の

で
、

改
め

て

簡
略
な
年
表
に
ま
と
め

る

こ

と

に
よ
っ

て

整
理

し
て

お

き
た

い

（

正
確
を
期
す
た

め、

売
出
し

の

年
月
は

奥
付
で

は

な

く
『

出
勤
帳』

「

名
目

集
』

『

割
印
帳
』

そ

の

他
の

資
料
に

よ

っ

た
。

各
作
品
の

最
初
の

売
出
し

を
太
字
に

し
、

そ
の

冊
数
を
丸
括
弧
内
に

表
し

た
）

。

年

　
　
月

大

　
　

坂

江

　
　
　

戸

文
化
　
四

年
　
四

月

『

在
原
草
紙』

出

願

（
本

屋

又

兵
衛
）

。

十
二

月

『

桜

木
物
語
』

出

願

（
勝

尾

屋

六

兵

衛）
。

文
化
　
五

年
　
二

月

『

在
原

草
紙
』

改

に

出
る

（
西

与）
。

十

月

『

異

本
楮

生

譚
』

広
告
に

『

桜

木

物

語
』

、
『

玉

取

草

紙
』

が

「

近

刻
」

と

し

て

出
る

。

文
化
　
八

年

　
四

月

秋
太

が

「

桜

木
物
語』

草
稿

貸

借
の

手
続
き

を

行
う

。

九

月

「
化

粧
桜
』

出

願

（
丹

波
屋
栄

蔵）
。

十
二

月

『

桜
木

物
語
』

 
売
出
し

（
秋

『

在
原

草
紙』

 
売

出
し

太）
。

（
西

与
）

。

『

在
原

草

紙
』

売
出

し

（

取
次

加

弥）
。

文
化

　
九

年
　
二

月

「

今
昔
庚

申

譚』

広
告

に

『

玉

取

草
紙
』

が

「

全

部
六

冊

　
近

刻
」

と

し

て

出
る

。

四

月

『

化
粧
桜
』

 
売
出
し

（

丹

波

屋

栄
蔵）

。

六

月

『

化

粧
桜
』

売
出

し

（
取

次

前
川）
。

八

月

「

桜
木
物
語
』

売
出
し

（
取
次

西

与）
。

文

化
十
一

年
十
二

月

『

玉

取

草
紙
』

 
売
出
し

（
前
川）

。

『

玉

取

草

紙
』

売
出

し

（
取
次

河
嘉）

。

　
こ

こ

ま
で

見
て

き
た

や
や

入
り
組
ん
だ

相
合
や

取
次
の

あ
り
方
も、

背
景
に

あ
る

い

く
つ

か
の

事
情
を
お

さ
え
る

と

か
な

り
見
通
し
が

よ

く
な
り
そ

う
で

あ

る
。

ま

ず
重

要
な
の

は
、

大
高
氏
が

、

中
川

昌
房
の

出

板
物
が
た

び
た
び

問
題

を

起
こ

し
て

き
た

事
実
を

指
摘
し
た
上
で
、

中
川
を
「

当
代
の

大
坂

出
板
界
に

お

け
る

ト
ラ

ブ
ル

メ

ー

カ

i
」

 

と
し

て

と
ら
え

て
い

る

点
で

あ
る

。

さ
ら

に
、

西
村

与
八
と
い

う
書
肆
の

特
色
と

し

て
、

「

読

本
の

刊

行
に

熱
心
で

は

な
か

っ

た
」

「

読
本
に

対
し

て

は

消
極
的
な
姿
勢
を

保
っ

た
」

と
い

う
佐
藤
悟
氏
「

地
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本

論
」

 

の

指
摘
も
勘
案
す
べ

き
だ

ろ

う
。

こ

の

二

点
を
確
認

し
た

上
で

、

以
下

、

特
に

文
化
八

年
以

降
の

各
事
項
を

関
連
づ

け
な
が

ら

順
を
追
っ

て

解
釈
し
て

み

た
い

。

　
年
表
を
見
る
と
、

ま

ず
文
化
八

年
四

月
に

秋
太
が

『

桜
木
物
語
』

に
目
を
つ

け
、

十
二

月
に

売
出
し
て
い

る
。

遅

延
し
て

い

た

読
本
が
出

板
に
至
っ

た
の

は
、

何
ら
か
の

条
件
が

整
っ

た

か
ら
に

違
い

な
い

が
、

売
出
し
の

時

点
で

奥
付
に

江

戸
・

西
村
屋
与
入

の

名
が

記
さ
れ

て

い

る

の

で
、

具

体
的
に

は
こ

の

江

戸
取
次

の

確
約
が

出
板
の

大
き

な
動
因
と

な
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

　
　

方
、

こ

の

『

桜
木
物
語
』

売
出
し
と

同
時
期
に

、

西
与
は

『

在
原
草
紙
』

を
六

冊
に

増
冊
し
て

板
行
し
て

い

る
。

な
ぜ

西

村
与
八

が、

当
初
大
坂
で

問
題

と
な
っ

た

『

在
原
草
紙
』

の

出
板
を
引
き
受
け
た
の

か
は

分
か

ら
な
い

が
、

板

行
の

目
途
が

立
た

な
い

ま
ま
問
題
作
を

抱
え

て

い

る
の

は
、

厄

介
な
お

荷
物
に

他
な

ら

な
か
っ

た
で

あ
ろ

う
（

実
際
の

板
行
時
に
「

鬼

武
校
合
」

と
い

う
体
裁
に

し
て

い

る

の

も
こ

の

点
を
反
映
し

て

い

る

の

だ
ろ

う
。

見
返
し

に

は

「

東
都
感
和
亭

鬼
武

著
」

と

あ

り、

中
川
の

名
は

見
え
な
い
）

。

西

村
与
八
と

し
て

は
、

と

も
か

く
確

実
に

売
り
捌
い

て

か

け
た

元
手
を

回

収
す
る
こ

と

が

望
ま
れ

る
。

な
ら

ば
、

本
来
五

冊
本
の

『

在
原

草
紙
』

を
、

同
じ

冊
数
の

『

桜
木
物
語
』

と

本
替

で

き
れ

ば
話
は

早
い

（
時
間
軸
で

見
る

と
そ

の

可
能
性
も
十
分
に

あ
っ

た

は

ず
で

あ
る

）

。

に

も
か

か

わ

ら

ず
そ

う
し
て

い

な
い

と
い

う
こ

と

は、

こ

の

二

書
の

板
行
が

中
川

昌
房
の

新
作
『

金
鱗
化
粧
桜
』

出
板
（
計
画
）

を
媒
介
と

す
る

こ

と
で

成
立
し
て

い

た
こ

と

を
窺
わ

せ
る
の

で

あ
る

。

こ

れ
以
上
の

こ

と

は

裏
付

け
る

資
料
が
な
い

の

で

推
測
に

よ

ら
ざ
る

を

得
な
い

が
、

文
化
八

年
中
の
一

連

の

事
象
は

、

こ

の

『

金

鱗
化
粧
桜
』

に

端
を

発
す
る

連
鎖
反
応
な
の

で

は
な
い

だ
ろ

う
か

。

　
す
な

わ

ち、

『
金

鱗
化
粧
桜
』

の

本
替
候
補
と

し
て
、

同

作
者
の

遅

延
し
て

い

る

『

在
原
草
紙
』

が

浮
上
す
る
。

し
か

し、

西
与
に
と
っ

て

自
身
の

『

在
原

草
紙
』

板
行
自
体
は
望

む
と
こ

ろ

で

あ
っ

て

も
、

そ
の

条
件
が

中
川
昌
房
の

別

の

読
本
を

取
次
ぐ
こ

と

だ
と

し
た

ら
、

痛
し

痒
し

の

事
態
で

あ
っ

た

だ

ろ

う

（
西
与
は

た
だ
で

さ

え
読
本
と

は

距
離
を

置
い

て
い

た）
。

こ

の

中
川
昌
房
作
品
へ

の

忌
避
が

、

事
を

複
雑
化
し
て

い

る

要
因
と

見
ら

れ
る

。

こ

う
し
た

西
与
の

ジ

レ

ン

マ

に

対
し、

秋
太

が
『
桜
木
物
語
』

を

持
ち

出
す
こ

と
で

突

破
口

を

開
い

た
と

見
ら
れ
る

。

こ

れ

に
よ

り
、

西

与
は

『

金
鱗
化
粧
桜
』

と

合
わ
せ

る

た
め

に
ひ

と

ま

ず
『

在
原

草
紙
』

を
六

冊
本
と
し

て

板
行
し、

大
坂
で

取
次
い

で

も

ら

う
。

そ
し
て

同

時
進

行
的
に

、

秋
太
と
の

問
で

『

桜
木

物
語
』

を

江
戸
で

取

次
ぐ
鋤

（
江

戸

で

の

改
は

大
坂
で

の

板
行
直
後
で

あ
る

）

。

　

と
こ

ろ
が
こ

の

ま
ま
で

は

当
然、

大
坂
側
・

丹
波
屋
栄

蔵
ら
に
と
っ

て

『

金

鱗
化
粧
桜
』

の

本

替
相
手
が

空
白
と

な
っ

て

し

ま
う
（
実
際、
『

名
目
集
」

で

は

書
肆
欄
が

空
白
と

な
っ

て

い

る
）

。

こ

の

『

金
鱗
化
粧
桜
』

奥
付
に

名
の

あ
が
る

大
坂
四

書
肆
（

丹

波
屋
・

平
野

屋
 
・

加
賀
屋
・

河
内
屋
嘉
助
 ）

は
い

ず
れ

も

文
化
年
間
に

入
っ

て

か
ら

活
発
な

活
動
を

見
せ

る
比

較
的
新
し
い

顔
ぶ

れ
で

あ

る
砌
。

そ
れ

ゆ
え、

本
替
の

実

績
も
交
渉
力
も
そ
れ

ほ
ど

な
か
っ

た
の

だ
ろ

う
。

そ
こ

で

秋
太
が

仲
介
の

労
を
と

り
、

前
川
に

『

金
鱗
化
粧
桜
』

の

江

戸
取
次
を

依
頼
す
る
こ

と
に

成
功

す
る
。

　

た
だ

し
前

川
自
身
は

決
し
て

読
本
出
板
に

積
極
的
な
書
肆
で

は

な
い

。

こ

の

文
化
九

年
の

取
引
に

参
加
し
て

く
る

の

は
、

お
そ
ら

く
書
物
問
屋
と
し
て

江
戸

の

本
屋
・

貸
本
屋
に

大
坂
の

本
を

卸
す
こ

と
（
そ
し
て

そ

の

逆）

に

う
ま

味
が

あ
っ

た

か
ら
に

違
い

な
い

。

『

割
印
帳
」

を
繙
く
と

、

大
坂
書
肆
と

と

も
に

前

川
の

名
が
記

載
さ

れ
る

例
を

多
く

見
出
す
こ

と

が
で

き
る

。

し
か

も
そ

れ
ら

は

確
実
な

売
捌

き
の

見
込
め
る

実
用

書
が
多
い

こ

と

か
ら
、

リ
ス

ク

の

多
い

読
本

出
板
に

は
や

や

慎
重
で

あ
っ

た

姿
勢
が

窺
え

る
（

文
化
九

年
以
降、

上
方
読
本
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を
い

く
つ

か

取
次
い

で

い

る）
。

前
川
に
は

『

金
鱗
化
粧
桜
』

と

本

替
で

き
る

よ

う
な

作
品
の

準
備
は

も
と
よ

り
な
い

。

そ

こ

で
秋

太
は

『

玉

取
草
紙
』

出
板
の

お
膳
立

て
を
し
た
上

で

前
川
に

相
合
を

持
ち
か

け
た
の

だ

ろ

う
。

主
板
元
は

秋

太
と

見
ら
れ
る

に

も
か
か
わ

ら

ず、

先
に

見
た

『

玉

取
草
紙
』

見
返
し
の

「

崇

文
堂
梓
」

と
い

う
表
記
な
ど

は
、

前
川
に

主
導
権
を
託
す
よ

う
な
好

条
件
で

あ
っ

た

こ

と

を

窺
わ
せ

る
（
さ
ら

に

秋
太
は
、

『

金

鱗
化
粧
桜
』

江
戸
取
次
に

際

し
て

前
川
と

と
も

に

大
坂
板
元
と
し

て

『

割
印
帳
』

に

名
の

上

が

る

河
内
屋
嘉
助
を

も
、

『

玉
取
草
紙
』

相
合
に

取
り
込

ん

で

い

る）
。

結
果

的
に

『
玉

取
草
紙
』

は

文

化
十
二

年
ま
で

ず
れ
込
み

、

七

冊
本
と
な
る

の

で

齟

齬
が

生
じ
て

し
ま

う
が
鬮
、

逆
に

文
化
九
年
二

月
時

点
の

広

告
に

「

六

冊
」

と

記
さ
れ
て

い

た
の

は

右
の

よ

う
な

事
情
に

絡
ん

で

の

こ

と

で

あ
っ

た
ろ

う
。

　

と
こ

ろ
で、

こ

の
一

連
の

取
引
中

最
も
し
た
た
か

で

あ
っ

た
の

は
誰

か
と

い

え
ば

、

秋
太
で

あ
ろ
う

。

『

桜
木
物
語
』

は

遅
延
読
本

、

「

玉

取
草
紙
』

も
ど

う

や
ら
企

画
（

も
し
く
は

稿
本）

段
階
で

留
ま
っ

て

い

た

作
品
で

あ
っ

た

も
の

が
、

本
替
に

介
入

す
る

こ

と

で
、

江

戸
書
肆
の

取
次
や

相
合
が
確

定
し
一

気
に
出
板

に
至
る

の

で

あ
る

。

し
か

も、

大
坂
で

の

ト

ラ

ブ
ル

メ

ー

カ

ー

中
川

昌
房
の

作

品
は

周
到
に

回

避
し
て

い

る
。

い

わ

ば

元
手
を

か

け
ず
に

（
と

い

う
よ
り
元
手

を
回

収
す
る

た
め

に
）

う
ま

く

流
通
上
の

調
整
役
を

果
た

す
こ

と

に

よ

っ

て
、

自
身
の

持
ち
札
を

最
大
限
に

利
用
し
て

い

る
。

こ

の

点
で

、

秋
太
は
里…
幕
と

言

う
に

ふ

さ
わ
し
い

存
在
な
の

か
も

し
れ
な
い

。

も
っ

と

も
、

西
与
も

『

在
原

草

紙
』

の

出
板
が

叶
っ

た

点
で

は

不
満
は
な
か

ろ

う
し

、

前
川
に

し
て

も

さ
ほ
ど

リ
ス

ク

を
負
わ

ず
に
参
与
し
て

い

る
。

大
坂
の

新
興
書
肆
た

ち
に

し
て

も、

こ

の

時
期
読
本
出

板
に
参
入

し
て

き
た

者
と

し
て

取
り
扱
う
商

品
の

幅
が

増
え
る

の

は

悪
い

こ

と
で

は

な
い

。

こ

の

意
味
で

、

本
替
の

当
事
者

同
士
が
納

得
い

く

取
引
で

は

あ
っ

た
の

だ

ろ

う
。

と

は
い

え
、

読
本
の

開
板
に

お

け
る

負
担
と

い

う
点
で

は

丹
波
屋
栄

蔵
や

河
内
屋
嘉
助
ら
の

相
合
書
肆
群
が

最
も
重
か
っ

た
で

あ
ろ

う
 
。

巨
視
的
に

見
れ
ば
、

い

わ
ば

老
舖
や

先
行

書
肆
が、

新
興

書
肆
の

開
板
に
一

枚
も
二

枚
も

噛
む
こ

と
で

自
ら
の

利
益
を

確
保
し
て

い

る
、

と
い

う

見
方
が

的
確
な
の

か
も

し
れ

な
い

。

　

そ
れ
に

し
て

も、

書
肆
同
士
が

あ
る

程
度
相
互

に

情
報
を

共
有
し
て

い

な
い

と
こ

う
し
た

本
替
は

成
立
し

難
い

と
思

わ
れ
る

。

一

連
の

取
引
に
お
い

て
、

秋

太
を
は

じ
め

大
坂
・

江
戸
間
の

書
肆
た

ち
は
ど
の

よ

う
に

し

て

意
志
の

疎
通
を

図
る

こ

と
が
で

き
た
の

だ

ろ

う
か

。

五

　
絵
師
・
冖

峯
斎
馬

円
の

こ
と

　
こ

こ

ま
で

あ
え
て

記
さ
な

か
っ

た
の

だ
が

、

実
は

、

本
稿
二

節
以
降
で

触
れ

た
主
た

る

四

作
品
の

う
ち

、

『

桜
木
物
語
』

を
の

ぞ
く

『

在
原
草
紙
』

『
金

鱗
化

粧
桜
』

『

玉

取
草
紙
』

は
、

い

ず
れ
も
一

峯
斎
馬
円
画
の

読
本
作
品
な
の

で

あ

る

（
さ
ら
に

い

え
ば

『

和
韓
の

染
分
』

『

二

葉
の

梅
』

『

蛍
狩
宇
治
紀
聞
』

も
同
様）

。

こ

の

馬
円
と
い

う
絵
師
は

文
化
九
年
頃
か
ら

文
化
年
間
末
ま
で

実
に

多
く
の

読

本
挿
絵

を
集
中
的
に

手
が

け
て

い

る
（
右
も

含
め
全
十
六
作
を

数
え
る
V

。

単
に

量
を
こ

な

す
ば

か

り
で

な

く、

例

え
ば

文
化
十
年
板
『

則
定
仁
勇
伝

後
編
』

は
、

挿
絵
を

担
当
し
て

い

た

石
田
玉
山

が
前
年
に

没
し
た
こ

と

を

受
け、

口

絵
の

み

馬
円
が

描
い

て

お

り、

小
回
り
の

き
く
絵
師
と

し
て

書
肆
に

重
宝
が
ら
れ

て

い

た

様
が

窺
え
る

。

　
『

原
色

浮
世
絵
大
百
科
事
典
』

2
 

な
ど

に
は

彼
の

伝
記
事
項
と

し
て

、

北

斎
の

弟
子
で

あ
る
こ

と
、

江
戸
の

人
で

後
に

大
坂
に
移
っ

た
こ

と

な
ど

が
記

さ

れ
て

い

る

（
同
時
代
の

出
典
は

未
詳）

。

確
か

に

絵
の

系
統
は

北
斎
筋
と

思
わ

れ

る

し
、

文
化
九
・

十
年
の

出
板
物
に
は

署
名
の

上

に
「

東
都
」

と

「

浪
花
」

が

混
在
し
て

記
載
さ
れ

る

が
、

以

降
、

専
ら

「

浪
華
」

な
ど
と

表
記
さ
れ

る
こ

と
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か

ら、

お

そ
ら

く
文
化
八
・

九
年
頃
に
来
坂

し
た

も
の

と

見
ら
れ
る

。

興

味
深

い

こ

と
に

こ

れ

は
、

本
稿
で

考
察
し
た

本
替
の

進

行
時
期
と

ち
ょ

う
ど

重
な
っ

て

い

る
の

で

あ
る

。

本
替
が

行
わ
れ

る
際
の
一

つ

の

傾
向
と

し
て
、

江

戸
・

上

方
（
大
坂
）

両
地
に

関
わ
り
の

深
い

人
物
（
具
体
的
に

は
、

一

九
・

馬
琴
と
い

っ

た

面
々
）

が

鍵
と

な
る
こ

と

が

認
め

ら
れ
る
伽

の

で
、

文
化
九
年
に

お
け
る

や

や

複
雑
な

様
相
を
呈
す
る

本
替
も

、

こ

の

馬
円
が

複
数
の

読

本
挿
絵
の

依
頼
を

受
け
つ

つ
、

同
時
に

書
肆
間
の

連
絡
役
を
果
た

し
て

い

た
と

考
え
る

と
、

本
稿

で

の

考
察
の

蓋
然
性
が

高
ま
る

と

思
わ

れ
る
の

で

あ
る

。

お

わ
り
に

　
以
上
、

思
い

切
っ

て

推
測
に

推
測
を

重
ね
て

き
た
が
、

本
稿
で

考
察
し
た
の

は
、

複
数
の

思
惑
が

絡
ん

だ
結
果、

か

な
り
複
雑
化
し
た

本
替
の

例
で

あ
る

。

本
来

、

本
替
の

効
用
は

本
屋
・

貸
本
屋

同
士
が

出
板
物
の

売
り
捌
き
を
確
実
な

も
の

に

し
、

相
互

に

利
益
を

確
保
す
る

と
い

う
点
に

集
約
さ

れ
る

は

ず
な
の

で
、

そ
う
複
雑
な

も
の

で

あ
っ

た
と

は

考
え
に

く
い

。

　
こ

の

本
替
と
い

う
シ

ス

テ
ム

が

読

本
の

出
板
・

流
通
を

支
え
て
い

た
こ

と

自

体
は

間
違
い

な
い

で

あ
ろ

う
。

本
稿
で

は
主

と
し

て

書
肆
の

立
場
か

ら
見
て

き

た
が

、

中
川

昌
房
・

河
東
東
漁
と
い

っ

た
い

わ
ば
二

流

作
者

に
と
っ

て

も
、

自

身
の

作
品
が

陽
の

目

を
見
る

に
は
、

本
替
・

相
合
が
生
命
線
と

な
っ

て

い

た
の

で

あ
る

。

【
付
記】

本
稿
は、

平
成
二

十
年
度
科
学
研
究
費

　
　

果
の
一

部
で

あ
る

。

注
ω

　
「

本
替
あ
る

い

は

交
易
と

相
板
元
」

　
　
一

〇）
D

〔

若
手
研
究
B）

に

よ

る

研
究
成

（
『

読
本
研
究
』

第
九
輯、

一

九
九
五
・

の

　
『

上
方
文
藝
研
究
』

5
、

二

〇

〇

八
・

五
。

 
　
『

近
世

文＋
云
』

　
83、

二

〇
〇

六
・
一

。

 
　
「

金
鱗

化
粧
桜』
（
文
化
九
年
板）

の

見
返

し
・

奥
付
と
対
照
す
る

と
、

遊
文

　
堂
が
平
野
屋

宗
（
惣）

七
（

冂

武
右
衛
門

）

で

あ
る

こ

と

が

分
か

る
。

ま
た

『

朝

　
顔
日
記』

と
対
照
す
る

と
寶
山
堂
が
山
田
屋
嘉
右
衛
門
と
判
明

、

よ
っ

て

残
る

　
與
寿
堂
が
播
磨
屋
重
郎
兵
衛
で

あ
る
。

 

　
参
考
ま
で

に
、

こ

の

時
期

、

西
村
源
六
と
山
田
屋
嘉
右
衛
門

に

は

読
本
の

取

　
引
に

お

い

て

繋
が

り
が
あ
っ

た

よ

う
で
、

文
化
八
年
板
の

『

朝
顔
日

記
』

（
十

　
巻
十
冊）

と

「
薄
衣
草
紙
』

（
五

巻
五

冊
）

は

と

も
に

西
源
が

江
戸
出
願
の

後、

　
大
坂
で

山
嘉
が

取
次
い

で
い

る
。

　
　
こ

の

『

薄
衣
草
紙
』

の

出
板
に

は

や

や
紆
余
曲
折
が

あ
っ

た

よ

う
で、

そ

の

　
内
容
が
鉢
か
づ

き
姫
に

拠
っ

て

い

る

こ

と
、

作
者
が

津
川
亭
と

い

う
点
か
ら、

　
お

そ
ら
く
元
来
の

書
名
は

『

画
入
読
本
外
題
作
者
画
工

書
肆
名
目
集』

（

以
下

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
か

づ

き

　
『

名
目

集
』

∀

文
化
五

年
正
月
よ

り
三

月
迄
の

項
に

載
る

「

被
草
紙
」

で

あ
っ

た

　
と
思

わ
れ

る

（
以
下、
『

名
目

集
』

の

引
用
は

慶
応

大

学
附
属

図
書

館
蔵
本
に

　
ょ

る）
。

　
　
　
 
被
草
紙

　
五

冊
　
樵
酬

醇
作

　
河
内
屋
太
助

　
　
　
二

月
十
二

日
来
ル

未
七
月
九

日

校
合
本
出
ル

九
月
廿
三

日

上
本
廿
四

日
売

　
　
　
出
し

　
「

未
」

（
文
化
八）

年
に

売
出
し

と

あ
る

よ

う
に、

こ

れ

も
遅
延
読
本
で

あ
る

。

　
実
際
に

板
行
さ
れ

た
『

薄
衣

草
紙
』

は
西
源
単
独
板
だ
が
、

『
出
勤
帳

』

二

（
『

大

　
坂
本
屋
仲
間
記
録
』

第
二

巻、

清
文
堂

、

一

九
七
六、

以
下
『

出

勤
帳
』

）

に

　
よ
れ
ば

、

大
坂
取
次
の

後
、

文
化
八

年
八

月
二

十
日

の

条
に

山
嘉
「

買
板
」

の

　
記
録
が

あ
る

。

た
だ
し

、

当
初
『

名
目

集
』

で

は

河
太
が
出
願
し
て

お
り、

こ

　
の

こ

と
と
、

文
化
九
年
板
『

天

縁
奇
遇』
（
『

名
目

集
』

に

よ

れ
ば

こ

れ

も
遅

延

　
読
本
）

が

西

源
出
願、

大
坂
で

河
太
が
取
次
と

い

う
点
に

何
ら

か

の

関
連
性
を

　
窺
わ
せ

る
。

右
の

点
を
含
め

、

『

朝
顔
日
記
』

の

上

方
作
者
と

江

戸
画
工

と

い

　
う
組
み

合
わ
せ

も
視
野
に

入
れ
る

必

要
が
あ
ろ

う
が

、

い

ま
筆
者
に

は

こ

れ

ら

　
の

書
肆
間
の

関
係
性
の

具
体
的

様
相
を
明
ら
か

に

し
え
な
い

。

 

　
以

下、

引
用
は
浅
倉
治
彦
・

大
和
博
幸
編
『

享
保
以
後
　
江

戸
出

版
書
目
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新
訂
版
』

（
臨
川
書
店、

一

九

九
三
）

に

よ

る
。

ω

　
『

大
坂
本
屋
仲
間

記
録』

第
十
三

巻
（

清
文
堂

、

一

九

八
七）

。

 

　
『

大
坂
本
屋
仲
間

記
録』

第
十
七
巻
（
清
文
堂

、

一

九

九
二
）

。

働
　
「

金

鱗
化
粧
桜
　
解
題
」

（
『

京
都
大
学
蔵
　
大
惣
本

稀
書
集
成
』

第
四

巻、

　

臨
川
書
店、

一

九
九
五）

。

ω
　
『

大
坂
本
屋
仲
間

記
録』

第
三

巻
（
清
文
堂、

一

九
七

七）
。

ω

　
大
阪
図

書
出
版
業
組
合、

一

九
三

六

（
の

ち
清
文
堂、

一

九
六

四
復
刻）

。

幗

　
注
働
前
掲
書

。

個
　
『

読
本
研
究
新
集
』

1
（
翰
林
書
房、
　一

九

九

八
・

十
一
）

。

 
　
も
っ

と

も
、

西
与
に

と
っ

て

『

桜
木
物
語
』

が

ど

こ

ま
で

魅
力
的
な
商
品
で

　

あ
っ

た

か

は

疑
問
で

は
あ
る

が、

中
川

の

新
作
よ

り
は

よ
っ

ぽ

ど

受
入
れ

や

す

　
か
っ

た

ろ

う
。

ま
た

『

桜
木
物
語
』

が

五

冊
本
と

い

う
点
が

本
替
の

原
則
か

ら

　

外
れ
て

い

る

が
、

差
額
で

対
処
し
た

か
、

も
し
く
は

西

村
与
八

の

立
場
を
秋
太

　
が

見
透
か

し
て

の

取
引
で

あ
っ

た
可

能
性
も
否
定
で

き
な
い

。

西
与
は
多
少
不

　

利
な
条
件
で

も
先
の

ジ
レ

ン

マ

が
解
消
さ

れ
る

の

で

あ
れ
ば
受
け
る

で

あ
ろ

う

　
か

ら
。

　
な

お、

文
化
九

年
に
西
村
与
八

が
『

桜
木
物
語
』

と

同
日

に

割
印
を
受
け
た

も

　

う
一

つ

の

上

方
読
本
に

鬼
卵
作
『

今
昔
庚
申
譚
』

（

五

巻
五

冊）

が

あ
る

。

該

　

書
は

大
坂
で

平
野
屋
宗
七
が

出
願、

国

会
本
奥
付
は

「

文
化
九
年
壬
申
二

月
／

　

東
都
書
林
　
西
宮
弥
兵
衛
／
西

村
與
八

／
浪
花
書
林
　
平
野
屋

宗
七
／
播
磨
屋

　

本
三

郎
／
秋
田

屋
太
右
衛
門
／
京
屋
吉
右
衛
門
／
播
磨
屋
重
郎
兵
衛
」

と
な
っ

　
て

い

る

（
『

株
帳
』

に

よ

れ

ば

大
坂
五

書
肆
の

相
合）

。

前
掲
『

桜
木
物
語
』

奥

　

付
に

は

平
野
屋
の

名
は
見
え
な

か
っ

た

が、

『

株
帳
』

を
見
る

と

相
合
書
肆
と

　
し

て

加
わ
っ

て

い

る
。

お

そ
ら

く、

平
野
屋
は

『

桜
木
物
語
』

の

株
の
一

部
を

　

相
合
す
る

こ

と
で、

秋
太
−

西
与
の

取

次
関
係
に

便
乗
で

き
た

と

見
ら
れ
る

。

　

前
述
し
た
よ

う
に、

こ

の

『

今
昔
庚
申
譚
』

に

「

玉

取
草
紙
』

（

平
野
屋
は

関

　

与
せ

ず）

の

広
告
が
記
載
さ
れ

て
い

る

の

で

あ
る

。

個

　
『

裁
配
帳
』

（
『

大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』

第
九

巻、

清
文
堂、

一

九

八

二
）

に

　
よ

れ
ば
、

平
野

屋
宗
七
は

文
化
八
年
十
月
に

「

仲
間
外
本
渡
世

之
仁
江
数
口

致

　

取
引
」

に

よ

り
衆
外
と
な
り、

翌
々

月

に
一

札
を
入
れ

許
さ
れ

て

い

る
。

 

　
河

内
屋

嘉
助
は、

文
化
八

年
九
月
に

別
家
加
入
し
た

新
興
書
肆
で
、

と

り
わ

　
け
文
化

年
間
に

読
本
の

出
板
に

精
力
的

に

関
与
し
て

い

る

（

『
株
帳
』

に

よ

れ

　
ば
、

他
に

も
『
浄
瑠
璃
媛
物
語
」

「
和
韓
の

染
分
』

『

二

葉
の

梅
』

な
ど

も
相
合

　
し
て

お
り、

う
ち

『

二

葉
の

梅
』

は

秋
太
も
相
合
）

。

 

　
な

お、

丹

波
屋
・

平
野

屋
・

加
賀
屋
は、

続
く
文
化
十
年
板
の

読
本
『

和
韓

　
の

染
分
」

咽

蛍
狩
宇
治
紀
聞
』

（

と

も
に

五

島
清
通
作）

を
相
合
し
て

お

り
（

『

和

　
韓
の

染

分』

は

河
内
屋

嘉
助
も
相
合）

、

こ

れ

ら

の

書

名
が

『

金
鱗
化
粧
桜
』

　
巻
末
広

告
に

掲
載
さ

れ

て

い

る
。

こ

う
し

た

こ

と

か
ら

、

『

金
鱗
化
粧
桜
』

板

　
行
に

共
同
出
資
の

よ

う
な

形
で

参
加
す
る

と
同
時
に、

相
互
に

複
数
の

読
本
の

　
株
を

持
ち
合
う
確
約
が

で

き
た

も
の

と

思

わ
れ
る

。

ま

た、

「

和
韓
の

染
分
』

　
は

江
戸
で

前
川
に

取
次
が

れ

て

お

り、
『

金

鱗
化
粧
桜
』

板
行
が
一

つ

の

契
機

　
と

な
っ

た

よ

う
で

あ
る
。

個

　
大
高
氏
注
働
前
掲
書
に

指
摘
が

あ
る

よ

う
に

、

『

金

鱗
化
粧
桜
』

甲
南
女
子

　
大
本
に

（

加
え
て

八

戸
図
書
館
本
に

も）

奥
付

刊
記
の

左
横
に、
「

文
化
十
一

　
戌
秋
改
済
」

な
る

捺
印
が

見
ら

れ

る

（
両
者
は

同
一

印
で

あ
る

よ

う
に

見
受
け

　
ら
れ

る）
。

詳
し

い

こ

と

は

全
く
分
か
ら

な
い

が、

こ

の

印
時
が
『

玉
取
草
紙
』

　
の

開
板

時
期
に

近
似
し
て

い

る

こ

と
は

何
ら

か

の

関
連
性
が

あ
る

の

だ
ろ

う

　
か

。

 
　
加
賀
屋
は

幕
末
に

至
る

ま
で

活
動
し

た

よ

う
で

あ
る

が
、

平
野
屋
は

文
政
元

　

年
十
月
に

営
業
を
停
止
（
『

仲
間
退

印
形

并
株
札
預
割
印
帳
」

〈

『

大
坂
本
屋

仲

　
間
記
録
』

第
十
巻、

清
文
堂、

一

九

八

三
〉

）
、

丹
波
屋

も
文
化
末
年
に

は

あ
ま

　
り
活
動
が
見
ら

れ

な
く
な

る
。

な
お

河
内

屋
嘉
助
に

つ

い

て

は、

『

出
勤
帳
」

　
三

に

よ

れ

ば
、

文
政
二

年
十
一

月
に

次
の

よ

う
な
記
録
が
見
え
る

。

　
　

　

＝
河
内
屋
嘉
七

　
河
内
屋
嘉
助

　
　

　
　
右
改
名
申
出
候
二

付、

張
紙
認

候
事

 
　
大
修
館
書
店、

一

九
入
二

。

馬
円
の

項
目
は

松
平
進
氏
執
筆

。

 

　
佐
藤
悟
氏
注
ω
前
掲
論
文、

な
ら
び

に

前
稿
ア

参
照
の

こ

と
。

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　（
き
こ

し
・

し
ゅ

ん

す

け
／
山
口

県
立
大
学
）
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